
は じ め に

わが国ではウイスキー,焼酎などを水・湯で割って

飲むことは一般に行われるが,ぶ どう酒を水で割って

飲む習慣はない。しかし,イ スラエルをはじめギリシ

ア,フ ランス,イ タリアではぶどう酒を水で割って飲

む習慣があったという (1～ 7)。 この理由は,ぶ どう

酒の味や澱が濃厚なため (lp.94,2p.84,3 pp.55～

58,4p.55),経済的理由で増量するため (3 pp.55～

58,5p.77),飲酒により酔う弊害を軽減するため (6

p.44)な どが指摘 されているが,判 然としない (3

pp.55～ 58,4 pp.54～ 55)。

そこで,ぶ どう酒を水で割る意味を探った結果,ぶ

どう酒と水の混合が旧約聖書の祭儀,新約聖書のミサ

(聖餐の祭儀),古代ギリシアでは神々への献酒と関わ

っていた。キリスト教・ローマカトリック教会ではぶ

どう酒に水が混ぜられて,秘跡として用いられミサの

聖祭で存続し現在にいたっている。
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1)旧 約聖書一紀元前 13世紀ごろ一出エジプ ト記1民

数記など

旧約聖書 (8)で は,幕屋建設を指示するなかで
,

「机」という項目があ り,次のように述べ られてい

る。すなわち,机の上に置くものとして「皿,柄杓 ,

小瓶,水差しを作 り,ぶ どう酒の献げ物をささげるの

に用いる。これらは純金で作る。この机に供えのパン

を,絶えずわたしの前に供えなさい。」 (出 エジプト記

25029～ 30,37016)葡萄酒を献げるためにこれらの

聖具が用いられている。

また,「ケハ トの氏族とその務め」というタイトル

では,ケハ トの子らを臨在の幕屋で神聖な作業に従事

させるためで,そ の内容は,「供え物の机の上に青い

布を広げ,そ こに,皿,柄杓,水差し,ぶ どう酒の献

げ物に用いるイヽ瓶, 日ごとのパンを置き, これらにわF

色の布を掛け,…」 (民数記 407)と 記されている

ぶ ど う酒 を水 で 害Jる
一一神 との関わリーー

Dilution of Wine with Water in a Theological Context

OKUDA Kazuko

Abstract: In Japan,wc have been in thc habit of diluting whisky or sん θθ力
“
 with cold or hot water,but this

is not so with wine.However, in Greece, lFrance and ltaly, as well as lsracl, there have been customs about

diluting wine with water。

The reasons adduced for this are:dregs or taste are too thick(1～ 4),to increase the quantity for reasons

of economy(3,5), to prevent the bad effects of drunkenness(6), however the reasons are not altogether

clear(3,4).

After some rescarch into the dilution of winc with water l have noticed that the Ⅱlixture of wine and water

has been associated with thc liturgy in an C)ld Tcstament context,the lEucharist in a New Testament context,

and wine offerings to thc gods in ancient Grcece.

In Roman lCatholic churches,water has for long been Πlixed with wine, and in the Eucharistic Sacrament

this custom has continued to be observed until today.

1。 ぶどう酒を水で割る習慣

子禾日田奥
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(8)。

そこで,ヘ ブライ語 (9),ギ リシア語 (10),ラ テ

ン語 (H)各聖書の出エジプ ト記 25・ 29～ 30の 記載

を調べた結果,用いる聖具の名称は聖書によって一様

ではないが,(8,12)と 同 じく神に供えるための祭壇

にぶどう酒と水が共に用意されている。これはおそら

く,水 とぶどう酒を混合したのであろう。

「エルジーブ (ギベオン)の発掘の際に葡萄酒の製

造や貯蔵の種々の段階で用いられた大きな設備が発掘

された。時折人は,それを澱 (お り)に貯えておき,

使 う前に濾過 した。こうして特に強い葡萄酒が得られ

た (イ ザヤ 2506)。 それに水を混ぜた り (イ ザヤ 65

0H,歳言 23・ 30,雅歌 702),香料を加えたりして

(詩 編 7508,雅 歌 8・ 2)飲 んだのである。」 (13p.

653)と いう記述がある。

また,葡萄の酢が水で割られている。本来は水で薄

められた酢い葡萄酒で,労働者 (ル ッ記 2・ 14)や 兵

士 (マ タイ 27・ 48)に 与 え られ た。…酸味 のゆ え

に,価値の劣ったもの と見なされた (詩 編 69021,

歳言 10026,ル カ23036)。 (14p.102)と いう記述

もある。ルカは新約聖書であるが,ついでに示 した。

また,出エジプ ト記 (29040)に は毎 日朝夕二回献

げ物として雄羊に小麦粉,ぶ どう酒を神に献げるよう

に記載されている (8)。 「ネ申も食べ物が必要だという

素朴な信仰で神酒として神に捧げられた。民間では水

で割っていた。飲酒癖は,あ らゆる不節制と同じよう

に非難された。」 (14p.218)と いう記述 もある。

2)キ リス ト教のミサでは葡萄酒を水と混ぜていた

殉教者ユステイノスの『第 1護教諭』 (紀 元 150年

ごろ)は ,感謝の祭儀について具体的に描写 した最初

のものである。二重の報告になっていて,最初は洗礼

式の結びにおこなわれた祭儀,二番目は主日の ミサに

関するものである。これは広 く旅 して回つた著者が ,

全教会で一般に確立され,使われている式文を,そ こ

で単に説明 しようとしているものである。

65章 3の 「洗礼 を授けて」では「それから兄弟た

ちの司会者に,パ ンと水の混ざったぶどう酒の杯が運

ばれる。司会者はこれを受けとって,… ゆっくり感謝

の祈 りを唱える。」67章 3の 「太陽の 日」では,「・・・

祈 りが終わると,パ ンと葡萄酒 と水が運ばれる。…」

(15p.30～ 31)

共同体の祈りも,シ ナゴークの礼拝に由来する。の

ちのいわゆる「十八祈願」の元をなすものは,使徒時

代にさかのぼる。キリスト教の教会が各人のため,ま

人間科学編 (2003年 3月 )

た「すべての人のために」する祈願については,ユス

ティノスは他の箇所でも語つている。

司会者に手わたされる供え物には,パ ンとぶどう酒

のほかに水もあった。このことはユダヤ教の伝統に由

来する習慣である。イエス時代のパレスチナでは,ぶ

どう酒を水で割るのがふつうだった。のちにキュプリ

アーヌスがこの水の混合を強調 しているのは,それが

最後の晩餐に由来する伝統的なや りかただ, と思って

いたことを示すものである。 (15p。 32)

「古い規則では,若干の水がワインと混ぜ られなけ

ればならなかった。まさにこれは,パ レステナ古来の

慣習ではなく,キ リス トの時代にパレスチナで守られ

たギリシアのや り方であった。早 くも2世紀には聖餐

式でこの混合がはっきりと示されている。後にワイン

を飲むことを全 く拒否 したグノーシス派たちの圧力か

ら,あ ちこちにワインを完全に水に置き換える傾向が

現れたcワ インが,そ こに水を受け入れるのとちょう

ど同じように,キ リス トは彼の中に我々とその罪を受

け入れたのである。 したがって,ワ インに水を混ぜる

ことは信者が信仰によってキリス トと結びつこうとし

ているキリス トとの緊密な関係結合を象徴 している。

そして水がもはやワインと分離できないように,こ の

結合は決 して切 り離せないほど強固である。このこと

から, シプリアンは糸吉論づけている。 もし言性かがワイ

ンだけを捧げたら,キ リス トの血は我々無 しの存在と

なり, しかし,水だけのときには,キ リス トなしの存

在となる。水の中に人々は再び存在する。」この言葉

は中世を通 じて繰 り返され広められた。ワインと水は

キリス トの神聖と人間性を示すものとされた。ちなみ

に,ア ルメニアカ トリック教会はワインと一緒に水を

加えることを非難 してきている。またシリアのジャコ

バイトの間では,昔からワインに同量の水を加えるや

り方であった。そしてこのや り方は,発生期のキリス

ト教の環境での慣習に符合している。 しかしながら
,

西洋においても,895年 の トリブール会議の例 もあ

る。

加える水の分量は,ロ ーマ式礼拝においては,今 日

ワインに比べて水はほんの少 しである。 しかし,オ リ

エントのそれは,形式的で,カ リス (聖杯)の内容量

とよい比率である。なかでもシリアのジャコバイトに

は発生期から古い時代からワインと水の分量は等分加

えることを実行 していた。西洋ではたとえば, トリブ

ール教会会議 (895年 )で カリスは 3分の 2の ワイン

と3分 の 1の 水を含むように要求 された。13世紀に

は,水よりももっと多くのワインが要求されている。



しかし,その後シンボルであるから,最小の量に減ら

すように決定 した。同時にスプーンに見えるほどとな

った。用いるワインは自でも赤でもどちらでもよい。

17世 紀 には白ワインが一般 に選ばれるようになっ

た。それは,後で聖杯を拭 くときに白布に赤い色がつ

きにくいからである。(16 pp.37～ 40)

「助祭 と副助祭 とがカリスのなかに少量のぶ どう酒

をいれ,水を数滴そそぎこむ。水をぶどう酒に混ぜる

のは,古代人民のあいだで, もっとも一般的におこな

われていた聖式であった。すぎこしの儀式にも,こ れ

がおこなわれていた。最後の晩さんにおいて,イ エス

スもこの式をおこなわれたのである。これは,最初か

らミサの式のなかに含まれていた。聖イレネウスがこ

の式のことを記 している。」 (17 pp.110～ Hl)

ちなみに,教会のミサでパンとワインが捧げられる

のは新約聖書に次のように記されているからである。

イエスは十字架につけられる前に弟子たちと最後の晩

餐をし,弟子たちに次のように「主の晩餐の制定」を

命 じて言われた。

主イエススは,引 き渡される夜,パ ンを取 り,感謝

の祈 りをささげてそれを裂 き,「 これは,あ なたがた

のためのわたしの体である。わたしの記念 としてこの

ように行いなさい。」 といわれました。また,食事の

後で,杯 も同じようにして,「 この杯は,私 の血によ

って立てられる新 しい契約である。飲む度に,わ たし

の記念 としてこのように行いなさい」 といわれまし

た。だから,あ なたがたは,こ のパンを食べこの杯を

飲むごとに,主が来られるときまで,主の死を告げ知

らせるのです。」 (Iコ リン ト11023～ 26,マ タイ 26

026～ 29, マルコ 14・ 22～ 25, ルカ 22・ 14～ 20)

この様式は古 く旧約時代の過越際にさかのぼる。そ

して今 日カトリック教会では,こ の趣旨にそってミサ

で聖体祭儀が行われる。聖体 (パ ンとぶどう酒)は ,

キリス トが現存 しているということ,そ して秘跡的犠

牲であるという特性をもつている。

この聖体の秘跡のあ と信者は聖体 を拝領 (い ただ

く)こ とで,キ リス トを食べ,飲むことになる。会食

にあずかることはとりもなおさず感謝の祭儀である。

信者はキリス トの救いの中に組み込まれた喜びをかみ

じめる。

以上,ユ ダヤ教,キ リス ト教 ともに葡萄酒を水で割

っていることを指摘 した。

新約聖書には,ぶ どう酒が水で割られたという記述

にはなっていないが,カ ナの婚姻で飲んだぶどう酒は

水で割っていたという。すなわち,紀元直後のことで

奥田 和子 三ぶどう酒を水で割る 79

ある。「カナの婚姻の挿話によって,イ エスは確実に

濃厚濃赤のぶどう酒を飲んだことが教えられる。この

ぶどう酒を出すときは水で割らなければならなかっ

た。かれはまたぶどう酒をのちに聖餐の啓示に結びつ

けたのである。」 (18 pp.211～ 212)

「カナの婚姻」の挿話は,新約聖書 (8)に よると以

下のようである。3日 目に,ガ リラヤのカナで婚礼が

あって,イ エスの母がそこにいた。イエスも,その弟

子たちも婚礼に招かれた。ぶどう酒が足りなくなった

ので,(イ エスの)母がイエスに,「ぶどう酒がなくな

りました」と言った。…そこにはユダヤ人が清めに用

いる石の水がめが6つ置いてあった。いずれも2な い

し3メ トレテス入 り (1メ トレテスは約 39リ ットル

なので78な いしは H7リ ットル)の ものである。イ

エスが「水がめに水をいっぱい入れなさい」と言われ

ると,召 し使いたちは,かめの縁まで水を満たした。

イエスは,「 さあ,そ れをくんで宴会の世話係のとこ

ろへ持って行きなさい」と言われた。召使いたちは運

んで行った。世話役はぶどう酒に変わった水の味見を

した。このぶどう酒がどこから来たのか,水 をくんだ

召使いたちは知っていたが,世話役は知らなかったの

で,花婿を呼んで,言った。「だれでも初めに良いぶ

どう酒を出し,酔いがまわったところに劣ったものを

出すものですが,あ なたは良いぶどう酒を今まで取っ

て置かれました。」 (ヨ ハネによる福音書 201～ 10)

ダニエル・ロプスはイエスの時代にぶどう酒を水で

割らなければならなかったという指摘をしている。イ

エス時代にこのような習慣が民間にあったと言う。

3)古代ギリシア 紀元前 8世紀～紀元前 5世紀

ホメロスの『オデュッセイア』はトロイア戦争が終

わり故国へ帰る途上の英雄オデュッセウスの叙事詩

で,『 イリアス』は トロイア戦争の末期の物語であ

る。ともに紀元前 8世紀ころのことである。両書物に

はすでに酒を水で割るという記述が多くみられる。

すなわち,「アルゴス軍の将領たちが,長老用の燦

めく酒を混酒器で割らせて盃を交わす会食の席でもそ

うであった。髪長きアカイア人の他の者たちが,それ

ぞれ己の飲み分だけを乾している時,わ しと同様そな

たの前には盃が,気が向けばいつでも飲めるように,

常に満々と酒を満たして置いてあった。」(19p.123)

「酒に水を割っていただけぬか。ポセイダオンなら

びに他の神々に神酒を献じた上,眠 りに就くとしまし

ょう。今はもうその時亥J,光 は既に闇の下に沈みまし

た。」(20p.75)
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「こう命 じると,ポ ン トノオスは甘美の酒 に水 を割

り,一座 を廻って一同の盃に献酒のための数滴 をたら

す。献酒 を済 ませて一同心ゆ くまで盃 を傾けた頃,ア

ルキノオス並居 る一同に向かってい うには,…」 (20

p. 179)

「こういうと,ア ルキノオス王の隣に腰を下ろした

が,すでに給仕人たちは料理を分け,酒 に水を割って

いるところ,折 しも,近習が・・・」 (20p.210)こ のよ

うに,酒 を水で割るという動作があちこちに記されて

いる。それも献酒 した後に人々は飲み始めている。献

酒の際にすでに酒は水で割られている。

また,ギ リシア諸都市 とペルシア帝国の争いは紀元

前 5世紀 とされる。ヘロドトスの『歴史』はこの抗争

の歴史であり食事の様子や酒を酌み交わす光景 も述べ

られているが,こ こでも同じように,酒 は水で割って

飲むのが正常 とされてお り,割 らずに飲むのは野卑な

飲み方と考えられているc(21p.246)

「一同は盃をとり混酒器の酒を汲んで地上に注 ぎ,

永遠にいます神々に祈願する。すなわち,ア カイア

勢, トロイエ方を問わず,並居るものはことごとく

口々に祈っていうよう…・」 (19 pp.101～ 102)

「ギリシア神話であるウガリッド神話の特徴は神々

の食事が卓越 した位置を占めているという。エルは訪

れてきた海の貴婦人アシェラ ト (エ ルの妻にあたる女

神)を こんな具合に歓迎する。

おまえは飢えているのか ?

それとも おまえは渇いているのか ?

食せよ !

そして飲め !

机の上のパンを食せよ !

酒杯の酒を飲め !

金の盃からブ ドウの血を !

ワインはしば し|ゴ「葡萄の血」 と呼ばれる。」 (22

p.72)

「花祭 リアンテステーリアとは「花が咲 く」に由来

する。花に囲まれて立つ神デイオニューソスを迎える

祭がアンテステーリアである。…祭は 3日 にわたつて

行われる。第 1日 目は大甕の祭。デイオニューソス神

殿で甕を開け,ワ インを水で割る行事が,酒神讃歌の

響 く中で執 り行われる。第 3日 目,最終日は「壺」の

祭である。みんな一緒に秋の収穫 (取 り入れ―葡萄を

踏み)を し,葡萄を発酵させ,壷の蓋をかぶせ春まで

寝かせた。その壷をみんな一緒に開けて飲む。これは

共同体の基本的な行動規範である。ちなみに2日 目は

ワイン・ジョッキの祭である。ここではワインの早飲

人間科学編 (2003年 3月 )

み競争が始 まる。それぞれの競技参加者のワイン・ジ

ヨッキに 2リ ットル半ほどのワインが入れられる。 ト

ランペットの開始の合図で飲み始める。」(22 pp.104

～105)

「ディオニューソスはワインの神である。アテネの

北アッテイカ地方はワイン醸造の中心地でそこを中心

にして残酷きわまりないワインの神話が残っている。

デイオニューソスはこの地に葡萄の本をもたらし,領

主イーカリオスに栽培 と収穫とワイン搾 りを教えた。

しかし,ワ インができあがると牛飼いたちは飲みなれ

ない神酒のワインに酔い潰れ…」つぎつぎと予期 しな

い死が起こるという物語である。(22 pp.96～ 97)同

じく「パンディオンがアテナイ王のとき,ア ッテイカ

ヘデイオニソスが到来したが,その時イカリオスとい

う男がこの神を迎えたので,葡萄の本と枝と醸造法を

授けられました。そしてその葡萄酒を人類に恵もうと

して,ま ず羊飼いたちに飲ませたが,彼 らは水を割ら

ずに飲み,毒を盛られたとして勘違いして,イ カリオ

スを殺してしまったという。」(23p.190)

ピロコロス (ァ テナイの伝説的王)は次のように述

べている。「アテナイ人の王アンピクチュオンがディ

オニュソスから酒を水で割ることを学んで,は じめて

割った。」という説もある。(24p.139)デ イオニソス

はぶどう酒の神であり,こ れは,神のお達しと言うこ

とになる。

アテナイオスは,神おんみずからが宣されたものだ

と次のように言っている。それは,「漉 した酒のみ飲

むという,ア ンテドンあるいは聖なるヒュペラに,澄

まぬかぎり,葡 萄酒は澱 もろともにこそ飲むべけ

れ。」(24p.113)

以上,紀元前 8世紀から5世紀のギリシア文明の最

盛期には酒を水で割って盃を傾けている。人々はまず

神々に葡萄酒を献上する。それは銘々の盃に献杯用に

酒を少量入れて祈りを捧げた後,続いて杯になみなみ

と酒を配って貰い,楽 しんで飲むという飲み方であ

る。神々への献酒こそが,葡萄酒を飲む本意である。

その出発点で,すでに葡萄酒は水で割られているので

ある。デイオニュソスが酒を水で割ることを教えたの

は,酒で酪酎して失敗しないためである。

2。 ぶ どう酒に加える水の割合

「古代のいろいろな文献に引用されている作者不明

の喜劇の断片に「五と三は飲め,四 はだめ」というの

がある。この解釈はアテナイオスによれば,五 とは酒
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二に水五,三 とは酒一に水三とする。ところがブルタ

ルコスによれば,『食卓歓談集』で五 とは酒二 に水

三,三 とは酒一に水二,四 とは酒一に水三といい,両

者は食い違っている。」 (24p.107)し かし,いずれに

しても,つ ねに酒を同量以上の水で割ることは確かで

ある。

「メノイティオスの子よ,大 きめの混酒器を据え,

酒は強めに割り,各々方に盃を用意してくれ。この部

屋にお招きしたのは,わ たしには一番親しい方々だか

らな。」(19p.274)親 しい大切な人には,酒を強めに

割るように支持しているのは面白い。

「水 2に対してブドウ酒 1の割合で,縁 までいっぱ

いに注いでくれ。杯と杯とが押しあうように !」 (25

p.31)

「アリス トテレスの記述のなかに,サ モスのワイン

は 1リ ットルを40名が飲んだというのがあります。

サモスのワインは,お そらくこくもあリアルコール充

分の重いワインであったかと思われ,前記の水割りの

割合中 1番薄めた 1対 3で水割りしますと,1リ ット

ルは4リ ットルとなります。これを現在の 700ミ リリ

ットルのドイツ・ワインの標準サイズの瓶入りに換算

すると,約 6本弱ですから,現在使用される1回 100

ミリリットル程度を入れて飲む小型のワイングラスに

約 45杯前後の量となりますので,40名 ぐらいの口に

ちようどグラス 1杯ずつぐらいのワインがいゆきわた

ったことでしょう。」 (3 pp.55～ 58)

「ホメロスは,ア ポロンの神がくれた酒のように,

たっぷりと水で割ることができる酒を讃えている。」

(24p.91)

この記述から,水で割ったときに伸びのよいぶどう

酒が好まれ,ワ インの品質によって加える水の量を変

えることが示唆される。

「水害jの割合にはいろいろあって,ご く一般には水

とワインを半々に混ぜたようです。しかし,アルコー

ルにあまり自信のない人は,1対 3,1対 2,3対 5,2対

3と いうような割合で,いずれも水の方を多く混ぜて

います。またヮインの品質がよく,ア ルコール分が多

くなるほど,水を多目に使っています。」(3 pp.55～

58)

デイオニュソスの贈物,ブ ドウ酒は祭日か夜友だち

同志と飲むほかはめったに飲まない。しかもかならず

水割 りである。「さあ飲もう。どうしてランプの灯を

待つのだ,…人間が苦労を忘れるようにとセメレとゼ

ウスの御子がくださったブドウ酒だ。水 2に対してブ

ドウ酒 1の割合で,縁までいっぱいに注いでくれ。杯

と杯とが押しあうように !」 (25p.31)

ぶどう酒と水の割合は,ぶ どう酒の加工状態で決ま

るのであろう。すなわち,ぶ どうの品質,生育時の天

候,熟成度,貯蔵状態などである。また,開封したと

きのぶどうの熟成味,こ く,酸味,渋味,甘み,味の

バランス,ア ルコール度,澱の状況,ぶ どう酒の味や

粘 りなどの物性によつて決まるのであろう。「マスタ

ー」,「酒の割り手」のような専門の職人がその割合を

決めていたという記述やその場の合議で決めたという

記述もある。

すなわち,「スパルタに行けば,「酒の割り手」なる者

が崇められていて,…」(24p.143)

「宴会は甘い香 りの良いワインで始まる。酒宴の第

2部では,宴席者は水で薄めたワインを飲み,… ワイ

ンを水で薄める比率は宴会のマスターが決める。普通

ワインと水の比率は同量もしくは水 3と ワイン1で あ

る。」(26p.469)

紀元前 570年頃～5世紀中頃の詩人アナクレオーン

の詩の断片の中に,「 10杯 の水 (柄酌)を 5杯のワイ

ンの上に注げ…」とあり,続けて「ワインを生で飲む

荒々しく野蛮なバルバロイの習慣に従うことなく,わ

れわれは,素敵な詩歌とともに, しとやかに嗜もう」

と続く。(27p.249)ま た,ギ リシアではワインを水で

薄めて飲んでいた。水で薄める比率は「ワインと水は

1:1か らlo倍 までで,場合や富に応 じてシュンポシ

オンのホストあるいはゲス トの好みによって,ワ イン

に混ぜる水の比率は異なっていた。」 (28 pp.17～ 18)

3。 ぶ どう酒 に加 える水の質 について

聖書では,飲料水は,河川,泉,井戸から得てお

り,水質の良くないことが随所に述べられている。

苦い水についての記述には次のようなものがある。

モーセがイスラエルの民を,葦の海から旅立たせシュ

ルの荒れ野に向かって 3日 の間進んだが,水を得なか

った。マラに着いたが,そ この水は苦くて飲むことが

できなかった。そこで,そ この名はマラ (苦 い水)と

呼ばれた。民はモーセに向かって「何を飲んだらよい

のか」と不平を言った。モーセが主に向かって叫ぶ

と,主は彼に 1本の木を示された。その本を水に投げ

込むと,水 は甘 くなった。(出 エジプ ト記 15・ 22～

25)

また苦い水については,次のような記述がある。

「第三の天使がラッパを吹いた。すると,松明のよう

に燃えている大きな星が,天から落ちて来て,川 とい
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う川の 3分の 1と その水源の上に落ちた。この星の名

は「苦よもぎ」といい,水の 3分の 1が苦よもぎのよ

うに苦くなって,そ のために多くの人が死んだ。」 (ヨ

ハネの黙示録 8010～ H)イ スラエルの神,万軍の主

は言われる。「見よ,わ たしはこの民に苦よもぎを食

べさせ,毒 の水 を飲 ませる…」 (エ レミヤ書 9・ 14)

「見よ,わ たしは彼らに苦よもぎを食べさせ毒の水を

飲ませる」 (エ レミヤ 23・ 15)

苦い水とは「毒の水」と見なされていた可能性があ

り,実際それを飲んで多くの人が死んだ。適さぬ水と

して辛い水があげられる。

「しかし,舌を制御できる人は 1人 もいません。舌

は,疲れを知らない悪で死をもたらす毒に満ちていま

す。わたしたちは舌で,父である主を賛美し,ま た
,

舌で,神 にかたどつて造られた人間を呪います。同じ

口から賛美と呪いが出て来るのです。わたしの兄弟た

ち,こ のようなことがあってはなりません。泉の同じ

穴から,甘い水と苦い水がわき出るでしょうか。わた

しの兄弟たち,い ちじくの木がオリーブの実を結び
,

ぶどうの本がいちじくの実を結ぶことができるでしょ

うか。塩水が甘い水を作ることもできません。」 (ヤ コ

ブの手紙 3・ 8～ 12)甘い水という表現もある。

聖書では,水は大切に扱われている。なぜなら,創

世記の物語では,水から神の世界が現れた。水から生

命が湧き出るだけでなく,水は生命を回復 し元気づけ

る。…過去の誤 りを清め…」 (29 pp.342～ 343)

洗礼の場合はトレント会議では,明 白に洗礼で用い

る素材は,「 自然の水」 (aqua vera ct naturalis)で ある

と教えている (30p.52)

ところが,海水で割るという記述もある。「時には

水以外のもの,ハチミツだとかスパイス,は なはだし

いケースでは海水を入れて一杯やったりしているの

だ。」(4 pp.54～ 55)海水を入れるのは,おそらく塩

が特別の意味を持つためではないかと考えられる。す

なわち,キ リス ト時代の過越の祭は,出エジプト記に

記されたもので,…エジプト脱出を語る詩篇 114篇 を

朗読しながら,最初の盃を飲んだ。それから,塩から

い水の数滴を祖先の人々が流した涙の思い出として飲

んだ。つぎに,「にがい草」,す なわち…子羊を食べ

た。2つ の別の盃が手から手へ渡されてつづき,3つ

目の盃はおごそかに回され「祝福の盃」といわれた。

その時,すべての参会者たちはハレル,す なわち…」

(18p。 96)塩水がこのように別々に飲まれるのでなく

一緒に混合したのかもしれない。

水については,ヘ ロドトスは酒と混ざりあわない水

人間科学編 (2003年 3月 )

があると次のようにいう。「ヒュバニス河の源である

湖から流れ出る水の 5日 間は淡水で甘いが,それから

4日 間流れると海に至るまでの水は恐ろしく辛いので

ある。これは水の辛い水源からこの河に注いでいるた

めであるという。」 (31 pp.34～ 35)

加える水という意味ではなく,一般に水の質につい

てふれたものは以下のようである。辛い水では,「ポ

リュステネス,ヒ ュパニス両河の中間に,エ クサンパ

イオスという名の土地がある。…この地に水の辛い水

源があり,こ こから流れ出す水のために,ヒ ユパニス

河の水が飲用に適さないことを述べて言及した土地で

ある。これは,イ スタンプールとカルケドン (ウ シュ

クダル)である。」(31p.51)

おいしい水という表現もある。それは,テ アロス河

の水源は,あ らゆる河川にまさる最高最美の水を産

す。(31p.55)

4.ぶ どう酒と水を混ぜる

1)キ リス ト教のミサの正餐式に用いられるぶどう酒

と水の混合

カトリック教会のミサの聖体祭儀では,司祭は毎回

パン (ホ スチア)と ぶどう酒に水を少量入れたカリス

(聖杯)の ぶどう酒の秘跡をおこなう。信者があらか

じめ奉納したものである。信者は一人ずつ順番にそれ

を拝領する。両手を重ねてパンを受け,そ のあとその

パンをぶどう酒に浸して口に入れる。その際に用いる

聖具を示した。 (写真 1)

2)古代ギリシアー混酒器

「混酒器 (ク ラテール)は 酒宴の席で酒と水を混ぜ

るのに用いる。酒はそのままでなく,水を 1と か 2と

かその時々の割合で割って飲むのが普通であった。こ

のための混酒器である。広 く開いた口をして深 く大き

な腹部,高 い脚,そ して2つ の把手をもつ。」(33p.

24)大小,形状,材質さまざまで,多 くの文献にその

詳細が記述されている (図 1)。 (34p.83)

「混酒器になみなみと酒を満たす」(20p.17)

「広間の中で混酒器 と料理を盛った食卓のまわり

に,わ れらは倒れ伏 して床一面の血の海であった。」

(20p.296)「傍らの食卓にはパンと肉とが山に盛ら

れ,酌人は混酒器から美酒を酌んで席を廻 り,酒盃に

酒を注ぐ一歓をつくすにはこれに勝るものはあります

まい。」(20p.219)

「メルムナス家の一族はヘラクレス家から王位を奪
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左からカリス (酒杯),ワ イン入れ,水差 し

写真 1 ミサ聖祭に用いられるカリス (聖杯)と ワイン入れ,水差 し (兵庫県芦屋市カ トリック

教会で現在用いられている 1例 )

83

同上

紀元前 7-4世 紀 までつ く

られていた酒宴用杯

オイノコエ

クラテールから杯に注ぐ

ワインの酌に使われた
渦巻状把手付きクラテール 柱状把手付きクラテール

専形クラテール

図 1 混酒器 クラテール

出典―関 隆 :パルテノンとギリシア陶器 p.83 東信

堡圭  1996

い取ったのであるが,ギュゲスは王位に即いたのち,

デルボイヘおびただしい量の奉納物を献納 した。実際

デルポイにある銀製の奉納品のうち, きわめて多数の

ものがギュゲスの献納によるものであり,ギュグスは

銀製品のほかに,莫大な金製品をも奉納 したが,中で

も特筆すべ きは,6個 に上る黄金製混酒器である。こ

れらの混酒器は,重量が 30タ ラン ト (1タ ラン トン

はアッテイカ単位なら約 26 kg,ア イギナ単位なら訳

37 kg,こ こでは後者の方である)も あ り,「 コリント

ス人の宝蔵」に収められている。ただ実をいえば,こ

の宝蔵はコリントスの国有ではなく,エエテイオンの

子キユプセロス個人に属するものである。 (21 pp.19

～20)ギ リシアの有力な町はたいてい,奉納品を収め

る宝蔵をデルポイに建てていた。(21p.392)紀元前

5世紀,ギ リシア諸都市 とペルシア帝国の争いの時で

ある。」 (21 pp.19～ 20)

スキュフォス

深いお碗形に近い杯

カンタロス

祭祀用杯で後に日常にも

用いられるが多くない

図 2 3種類の杯 とワイン酌に使われたオイノコエ

出典一村井数之亮 :ギ リシアの陶器 p.26 中央公論美術

出版 1972

「リュデイア王アリュウアッテスは, ミレトスに対

する戦争を終えた後没 した。在位 57年であった。病

が癒えたときデルポイに感謝の奉納をしたが,こ のよ

うなことをしたのは一門では彼が二人目に当たる。彼

の奉納 したのは巨大な銀の混酒器と鉄を溶接 して作っ

た混酒器の台である。後者はデルポイにあるすべての

奉納物中でも逸品で,キ オスの人グラウコスの作に成

る。」 (21 pp.25～ 26)黄金製および銀製の 2個の巨大

な混酒器を奉納 したが,黄金製の方は神殿に入つて右

側,銀製のものは左佃1に据えてあった。しかし,こ れ

らの混酒器も神殿焼失の際場所を移されて,黄金製の

方は現在「クラモメナイ人の宝庫」に納まってお り,

重量は 8タ ラントン半 と12ム ナ (ム ナはアイギナ単

位では 624gな ので 12ム ナは約 8 kg)あ り,銀製の

方は神殿の前廊の隅に置かれ,6百アンポレウスの容

キュリックス (杯 )

鐘形クラテール
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量がある。容量が判っているのは,テ オパニアの祭の

ときに,デルポイ人がこれを混酒器として使用するか

らである。(21p.42)ス パルタ倶1の いうところでは
,

混酒器がサルディスヘ運ばれる途中,サモスの海域ま

できたとき,それを聞き知ったサモス人が,軍船で押

し寄せてきて,混酒器を奪ったのだという。しかし,

サモス人のいうところによれば,混酒器を運搬するス

パルタ人の来るのが遅すぎて,かれらは途中でサルデ

イスが陥落し,ク ロイソスも捕らわれたことを知る

と,混酒器をサモスで売ってしまったのだという。…

混酒器のことは右のとお りであったが,…」(21p.

58)

「さて,こ の土地に青銅製の甕があるが,そ の大 きさ

はクレオンプロ トスの子パウサニアスが奉献 して黒海

の入 り口に置かれている混酒器の 6倍 もある。 しか

し,こ の混酒器もまだ見たことのない人のために,説

明してお くと,こ のスキュテイアにある青銅の甕は優

に 600ア ンポレウス (1ア ンポレウスは39リ ッ トル

なので,600× 39=23400リ ットル :2.34kリ ッ トル)

の容量があり,こ のスキュテイアの甕の厚みは 6ダク

チュロス (1.85 cm× 6=H。lcm)も あるのである。土

地の人の話 しでは,こ の甕は鏃 (や じり)で造ったも

のであるという。すなわち,ア リアンタスというこの

国の王が,ス キュテイアの人口を知 りたいと思い,ス

キュテイアの全国民に命 じて,各 自鏃を 1個ずつ持参

させた。持参せぬものは死罪に処す と脅 したのであ

る。」 (21p.51)「 花模様 を施 した総銀製の混酒器 1

イ固」 (32p.311)

混酒器は黄金製,銀製,真鍮製などで,彫刻が施さ

れ芸術的にも優れ価値が高 く,神殿 に奉納 されてい

る。

「酒を混酒器に入れて…」(32p.218)「燃えるが如

き色の酒をまぜていた器が・・・」(32p.93)「 甘美なぶ

どう酒を混ぜた後…」(32p.95)「 混酒器で酒に水を

割り̈・」(32p.13)な どぶどう酒の種類も詳しく書か

れている。

「さて,い よいよ賞品をめざして力走にかかろうと

した時,走っていたアイアスが,…か くて堅忍不抜の

勇将オデュッセウスがアイアスに先んじて決勝点へ入

り,混酒器を手に入れた。勇名轟 くアイアスは…」(35

p.370)今 日,テ ニスなどのスポーツで優勝カップが

手渡されるが,こ れは上述のように混酒器であろう。

「わたしはそなたを飢えから救ってくれるような

品々―パンに水,それに赤いぶどう酒もたっぷり筏に

積んであげよう。」 (20p.136 )

人間科学編 (2003年 3月 )

「豊富な肉を食い,甘美な酒を飲んで日の沈むまで

ゆっくりして過ごした。船内の赤い葡萄酒はまだ飲み

尽くしておらず,残っていたからで,実はキコネス人

の強固な城塞を陥した時に,各人が酒壷にたっぶりと

酒を酌み入れていたのであった。」(20p.225)ぶ どう

酒は戦いの時には敵方からの戦利品であった。

「わたしはこの時,黒 々とした葡萄酒を詰めた,…

エウアンテスの倅マロンから貰った美酒で,…総銀造

りの混酒器 1個 ,さ らにそれに添えて,生 (き )の ま

まの,世にもまれな美酒を全部で 12個 の酒甕に詰め

てくれた。この酒のことは,彼の屋敷の下僕や女中た

ちで知っている者は一人もなく,知 っているのは,マ

ロン当人と,妻 と女中頭だけで,こ の甘美な葡萄酒を

飲む折りには,彼は 1個の盃に酒を満たし,それを20

倍の水で割る。すると混酒器からは,え もいわれぬ甘

美な香 りが漂い出し,と ても我慢できるものではな

い。」 (20p.227)「 酒を壺に移してくれ…12の壺に詰

めみな栓をしてくれ。」(19p.51)黒 いとはつねに赤

ぶどう酒を意味している (16p.117)。 また,ぶ どう

酒を混酒器に入れる前は酒甕に入っている。

混酒器から盃に入れてから飲む。

「杯はいずれも大きい。水を混ぜた酒だから多量に

のむ。そのための大杯で,20-25 cmで も普通であ

り,いずれも大きな把手をもつ。杯にはほぼ3種 (キ

ュリックス,カ ンタロス,ス キュフォス)あ る。」 (図

2)(31p.26)

「3人 目の女は,銀 の混酒器かで芳醇の美酒を割

り,黄金の盃をそれぞれの席に置 く。」(20p.263)

銘々に注ぐ杯もいろいろある。

「心和ます葡萄酒を,山羊の革袋に盛って運んだ。

伝令使イダイオスは,艶やかな混酒器と黄金の酒盃を

手にして老王に近づき,う ながしていうには,…」(19

p.99)

「クセルクセスは黄金の金杯で海中に献酒 (注 :酒 と

訳したが,ペルシャ人は酒ではなくいわゆるハオマと

いう飲料)を用いて灌祭を行った。ただし,ク セルク

セスは黄金の大杯で海中に献酒 (ハ オマも葡萄酒様の

ものであったという説もある。)(36 pp.319～ 320)を

濯ぎ太陽に祈願して,自 分がヨーロッパの涯に達する

以前に,自 分のヨーロッパ遠征を妨げるような事故の

1つ も起こらぬようにと祈った。祈 り終わるとその大

杯 と金の混酒器 1個およびペルシア語でアキーナケー

スという短剣を海中に投 じた。ただこれらの品を太陽

神への奉納品として海中に沈めたのか,あ るいはヘレ

スポントスを鞭打たせたことを悔やみ,そ の罪の償い
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としてそれらの品を海に捧げたのか,私 にも確かな判

断を下すことができない。」 (36 pp.47～ 48)

「明知のゼウスは彼等に禍難を企み,凄 まじい雷を

鳴らせ続けた。一同は蒼自の恐怖に襲われて,思 わず

盃から酒を地上にこぼし,その力広大なクロノスの子

に献酒する前には,あ えて盃に口をつける者が一人と

してなかった。ついで一同は身を横たえ,眠 りの神の

賜る恵みに与えた。」(19p.232)

「…早速おのおのの手に水をかけ,若者たちが混酒

器に酒を満々とみたし,は じめに献酒のための数滴を

盃にたらしてから,一 同に酌をして廻る。献酒を済ま

せ,心 ゆくばかり飲み終わると,…」(19p.273)

「風呂から上がり,オ リーブ油を肌にたっぷりと塗

ると食膳につき,満々と満たした混酒器から甘美な酒

を汲んで,ア テネに献酒した。(19p.329)

「ムリオスが,一 同のために酒に水を割 り,一 人一

人の前へ行って酌をする。一同は至福の神々に献酒し

てから甘美の酒を飲んだが,献酒を済ませて心ゆくま

で盃を傾けた後,眠 りに就くべく,各自が屋敷に向か

って立ち去った。」(32p.171)

「ラエステスが一子,オ デュッセウスの屋敷に入 り

込んで,持ち去る者もおるまいからな。そこで献酒の

ため酌人に酒を注がせ,神酒を献じた後に曲がれる弓

を片づけようではないか。給仕の若者たちが混酒器に

酒を満たして,一 同の盃に献酒のための酒を注いで廻

る。」(32p.241)

「彼を狂わせたのも酒であつた。酒に分別を奪われ

て狂った彼は,ペ イリトオスの屋敷で乱暴を働いたた

め,… この男は深酒で乱酔したため,第一番に己が身

に災いを招いたわけだ。…」 (32 pp.242～ 243)

「心ゆくまで飲み食らった頃,若者たちが混酒器に

なみなみと酒をみたし,先ず献酒のための幾雫かを盃

に注いだ後,一 同に酒を振舞う。ついでアカイアの若

き戦死たちは,…」(19p.33)

「こういうと仙女は,神 々の食べ物を盛った食卓を

傍らに据え,赤い霊酒に水を割った。」(20p.132)

「ゼウスの姫神がこのようにいうと,一 同はその言

葉に従った。近習たちが一同の手に水を注げば,給仕

役の若者たちが,混酒器になみなみと酒を満たし,先

ず神々への献酒のために数滴を一同の盃にたらす。生

贄の舌を火にかけると,一 同は立ち上がってその上ヘ

神酒を注ぐ。献酒を終えて一同が′とヽゆくまで盃を傾け

た時…」(20p.75)

「ゲレニア育ちの騎士ネス トルは,虐、子らや娘婿ら

を随え,先に立って己の見事な屋敷へ向かったが,や

がて壮麗な王の館に着くと,一同は長椅子と高椅子に

並んで座 り,老王は彼らのために甘美の酒に水を割

る。この酒は H年 目に女中頭が,甕の封をきって開

けたもの,老王はその酒を水で割り,ア イギスもつゼ

ウスの姫御子,ア テネ女神に献酒しつつ,心を籠めて

祈願する。やがて献酒を終え,一 同心ゆくばかり盃を

傾けると,眠 りを求めて…」(20p.77～ 78)

「若者たちが混酒器になみなみと酒を満たし,ま ず

献酒のための幾雫かを盃に注いだ後,一同に酒を振る

舞う。」このように酒をこんもりと盛 り上がらせたの

は,吉兆を求めてのことである。(24p.48)

「宴のお開きにはヘルメスに酒を献 じた。これはヘ

ルメスが眠りの守 り神だと教えられていたからであ

る。」(24p.57)

献酒は多くの場合,夕方のようである。多いに楽し

んだ後は眠りについている。

5。 神性 の背後 にぶ どう酒 を

水 で割 る習慣があった

1)ワ インが濃厚であった

a「そもそもぶどう酒が本来濃厚にできていたと言う

説。すなわち,「ぶどう酒は一般にひじょうに濃厚

で,ひ じょうに黒っぼく,ア ルコール分とタンニン分

が多かった。飲むときはそのままでな く水 を割っ

た。」(2p.84)

b「この南欧産のギリシア人のワインは確かに「こ

く」もアルコール分も十分に含まれ,水割りに耐えて

味香の楽しみを与えたということと,特質しておきた

い点は,多 くのギリシア人はワインの虜となってい

て,あ まり安くもないワインながらも,我々のいうお

茶代わりに飲むまでに病みつきとなっていたので
,

種々の理由からついに水割り水増してでも飲む習慣が

できたということでしょう。」 (3 pp.55～ 58)

2)ぶ どう酒は高価すぎた

a「ギリシア人はワインを愛し,叙情詩に歌いあげた

が,それを読んでいても大酒飲みだと言う印象を受け

ない。ワインに水を混ぜるのには二つのはっきりした

目的があった。市民によつては高価すぎたかもしれな

いヮインの消費を抑えることと,いつまでも飲み続け

ていられると言うことである。とくにあとの方は非常

に重要だった。古代ギリシア語の「シュンポシオン」

という語はまさに「ともに飲む」という意味だったの

である。」(5p.77)
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b「当時 としてはワインといえば,飲食料品のなか

ではおそらく最も手の込んだ加工食品の一つで,決 し

て安価に大量に手に入れやすいものであったと思われ

ません。ところが酒飲みの共通 した′亡ヽ理は今 も昔も変

わりなく,誰 しも盃を口に運ぶ回数が多いほど楽 しい

もので,た とえば今 日ウイスキーなどを飲むにして

も,それ自体のもつ快感 とおいしさを十分承知 しなが

らも,ス トレー トで二,三回で飲みほすよりも,そ の

良さをわざわざ薄めても水割 りにして数多 く盃を国に

運ぶ方が楽 しい, とでもいう飲み方と共通するところ

が,その動機としては大きいようです。 しかもあまり

安価でもないワインともなれば,非常に貴重がって嗜

んだための水割 りと言う見方の方が正 しいでしょう。

特有の味覚を持つギリシア人にしてみれば,水割 りに

してもなお十分その味香を楽 しむことができたことと

思います。」 (3 pp.55～ 58)

c 一方,聖 書 に登場す る果物 は,ぶ どう,い ち じ

く,ざ くろ,な つめやし, りんごなどであり,貴重で

あるという表現はあまりみかけない。聖書では,ぶ ど

うは果物 としてよく登場 していて,兵役では食糧の一

部 として持参された。 (サ ムエル記下 16・ 1)カ ナの

婚姻では 36リ ットル入 りの石かめ 6個 を飲み干 した

というから,現在のワインの瓶 (720 ml)換算すると

300本 も開けたことになる。人数がわからないので判

断できないが,相 当飲んだものといえよう。パレスチ

ナでは葡萄はたわわに実った。

d「葡萄 という果物がギリシア世界にとって土着の

果実であったわけではない。元来,ワ インは南ロシア

を起点に,西アジアと地中海東海岸を経てギリシア世

界に到着 していると考えられる。」 (22p.98)パ レス

チナとギリシアでは葡萄の取れ方がやや違う。

3)ぶ どう酒は貴重

「クロイソスがペルシア進攻の準備を進めていると

き,サ ンダニスというリュデイア人が王に次のように

建言 した。…この男は以前からも賢人と目されていた

が,こ とにこの時王に示 した見識ゆえに,一層賢者の

誉れ高めた人物である。「王様,た だ今出兵を準備な

さっておられる相手が, どんな人種であるか王様はご

存 じでいられますのか。彼 らは革のズボンをはき,そ

の他の衣類 もすべて革製のものを用います。また,食

事 も土地が不毛でありますから,食べたいだけ食べる

のではなく,あ るものだけを食べるという輩でござい

ますよ。さらにかれらは葡萄酒を用いず,飲料は水ば

か り,食用になるいちじくすらなく,いわんや美味 し
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い ものはなに一つございません。それで もし,彼 らに

お勝ちになったとして,何一つ もたぬ彼 らから,一体

何を得られると思し召す。」これはカッパ ドキアの住

民のことでギリシアではシリア人の名で呼ばれてい

る。」(21p.58)

スキュテイアの様子が次のように述べられている。

「年に1度各区の長官はその管轄区で,水 を割った酒

の甕を用意し,ス キュタイ人のうち戦場で敵を打ちと

った手柄のあるものだけがこの酒を飲む。そのような

武功のないものはこの酒を飲むことが許されず,恥辱

を忍んで離れた席に坐っている。スキュタイ人にはこ

れが最大の汚辱なのである。また特に多数の敵をうち

とったものは,1度 に2杯の盃を受け,こ れを一気に

飲み干すのである。」(31p.41)手柄のある人だけが

ご褒美として飲んでいる。

ワインは祭の時にその多くを消費し,普段は質素に

暮らしていたらしい。それは以下の内容から推測され

る。「バブバスティスの町に着 くと,盛大に生贄を捧

げて祭りを祝い,こ の祭で消費する葡萄酒の量は,1

年の残りの期間に使う全消費量を上回るのである。こ

の祭に集まる男女の数は子どもを除き,土地の者たち

のいうところでは,総数 70万 に達するという。」 (21

p.200)

「ギ リシア人は質素である。それは気候 のせいだ
,

とさまざまの書物が述べている。肉はブ ドウ酒 と同 じ

で,金持ちの大尽をのぞき祭日にしか食べない。」 (25

p.32)葡 萄酒と肉は貴重で特別の日に飲食 していた。

これらの記述からギリシアでは確かにぶどう酒は貴

重であったことに間違いないと思われる。

4)酒豪であることを他人に誇示

「ギリシア人が水割 りを飲むようになったのは,自

分が酒豪であることを他人に誇示 したく大量のワイン

を他人前で飲んで見せるために,で きるだけワインを

水で薄めて量を増 して飲んだ, と言う説もあります。

なるほど文武ともに秀でたギリシア民族は,確かに尚

武の気質もあり,男 は力を誇示 し男っぽく振る舞うこ

とを美とした点は確かです。 したがってあれほど哲学

的な大文化民族でありながら,絶対的な男権を揮い
,

婦子女は家庭の従属物 として外出さえ自由でなかった

社会習慣を築いています。

そこで,男 は大酒 して「キ トン」 というマントの裾

をなびかせながら大道を闊歩 したり,昼間は町の中央

広場にたむろして声高らかに政治や哲学を論 じ合うこ

とに明け暮れていたギリシアの男性が,水割 してまで
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ワイン大量飲酒を他人に見せて誇ろうというのは,何

かデュラントのいう「嘘つきで行動の率直なギリシア

人」 らしい発想のようにも思われます。この説をあえ

て否定するのではありませんし,そのような発想 もま

た水割 リワインを飲む習慣の動機の一つであったかと

も考えられますが,や はりもう一つ大きな動機は別で

あろうかと思います。」 (3 pp.55～ 58)古賀氏はこの

説に疑間を投げかけ納得 していない。

5)飲酒に中庸と調和を求めた

「一方,ギ リシアは,ヘ ブライの民の土地よりおだ

やかな気候の場所だ。ワインに厳 しい戒律がついてま

わるとは考えられない。だが,かのプラトンは,男 は

40に なるまで,つ まり失われつつある “青春の喜び"

を,ワ インによってよみがえらせる必要が生 じるま

で,飲酒すべ きでないとまで言っている。…これを,

要するに,ギ リシア人は, というか正確に言うなら最

盛期のギリシア人たちは,飲酒にも中庸 と調和を求め

たのである。…だいたいどこの文化圏でも,国 に勢い

があったり精力を伸ばしている最中だったりする時期

には,飲酒はあまり盛んではない。酔っぱらっていて

は,よ その国なんか征服できないからだ。」 (4 pp.57

～58)

6)生酒で狂気

「クレオメネスはスキュタイ人との交際から大酒癖

(注 :原語は「生酒を飲む癖」)で,ギ リシアでは,酒

は水で割って飲むのが正常とされており,割 らずに飲

むのは野卑な飲み方と考えられていた。しかし,生酒

を飲む者というのは結局大酒家というのに等しく,そ

れが原因で狂ったのである」といっている。(28p.

326)と いうのは,かつて…スパルタ人のいうところ

では,ク レオメネスはその交渉のためにスパルタにき

たスキュタイ人たちとの交際に溺れ,その度を越した

交際の結果,彼から生酒 (き ざけ)を飲むことを覚え

たということで,そ れが因で彼は気が狂ったのである

と,ス パルタ人は考えている。スパルタ人の話 しで

は,痛飲しようという時には「スキュティア式に注い

でやれ」というそうである。(31p.246)

旧約聖書ではぶどう酒, とくに強い酒の飲み過ぎを

強く戒め,禁止している。とくに幕屋 (神が祭ってあ

る聖所)に 入る時は禁止している。大酒を飲む―身を

もちくずす一貧乏になるという図式であろう。(37

pp.85～ 93)

酒 を大量 にあびることは好 まれなかったことも,ぶ

どう酒の水割りの習慣が支持された一つの理由といえ

よう。

7)職務の遂行のために戒め

「13世紀料理研究家の医師たち (イ タリア)は さら

に多くの食に関する勧告を行った。たとえば,ワ イン

は若者には滋養に,老人には治療になるので,両者に

は勧められるが,気持ちを和らげるというワインの性

質は,困難な職務をなし遂げることとは相入れないの

で,成人はむしろ水で割って飲むべきである。女性に

関しては,水にワインを1滴たらすのは大目に見られ

る。」(6p.44)

「城の上からゼウスに手を差し伸べて祈る気になっ

たに違いない。待っておいで,す ぐに,…甘美の酒を

持っ。てきてあげよう,ま ず父神ゼウスと他の神々に献

酒し,その上でよかったらお前も飲んで元気をつける

がよい。疲れた時には酒が一番力を盛り上がらせてく

れる,お前は味方を守って疲れているに相違ないのだ

から。」・̈ 「いや母上,旨 い酒など持ってきて下さい

ますな,力が抜けて戦う気力を失うようなことになっ

ては困ります。手を洗わずにゼウスにきらめく酒を捧

げるのは憚られます。」(19p.195)

ぶどう酒を飲んでいては,仕事がはかどらないし,

まして戦争にも勝てないということであろう。

以上 1～ 7ま で諸説は,おおいに妥当性があるもの

と考えられる。
・
しかし,加工技術が高度化してもこの

風習が残っているのは,「ネ申と関わる」という意味が

強い。わたしたちが今日洋風の宴会の際,最初にシヤ

ンパングラスを高く捧げて祈 り・祈願をする。これこ

そが献酒そのものの名残であろう。

お わ り に

ぶどう酒を水で割って飲むという習慣は,イ スラエ

ル,ギ リシア, フランス,イ タリアにかなり古 くから

あった。なぜこうした習慣が生まれたのだろうか。こ

れまで,ぶ どう酒濃厚説,経済的安上がり説,稀少価

値説,酒豪を他人に誇示するためという説,飲酒抑止

説,狂気になるという説などが指摘されているが,理

由は判然としないといわれている。そこで,な にか宗

教的な理由が関わつているのではないかと考えた。

まず,ユ ダヤ教とぶどう酒との関連性を探った。そ

の結果,旧約聖書では,すでに出エジプトの時代 (紀

元前 13世紀ごろ)幕屋において祭壇の机の上にぶど

う酒を水で割るための水 と水差 しが置かれる。つい
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で,キ リス ト教では 2世紀に教会のミサ聖祭の祭儀に

おいてぶどう酒に水を混ぜる。この聖餐は,ぶ どう酒

をキリス トの血に返還する秘跡である。ぶどう酒はキ

リス トの神性,それにキリス トが人間であつたことか

らくる人間性つまり信者 とを混ぜる。両者を混ぜるこ

とによって,神 と人間との間に切 り離すことのできな

い強い絆を確立する。ぶどう酒が水を受け入れること

は,キ リス トが我々と我々の罪を受け入れたことを示

す。当初 (895年 )は 3分の 2の ぶ どう酒 と3分の 1

の水であったが,象徴 として必要最小限に減少 し,今

日のミサでは小さなスプーンが用いられその 1杯分で

ある。『第 1護教論』 (紀元 150)に は,水の混ざった

ぶどう酒が運ばれている。

古代 ギ リシア (紀 元前 7～ 8世 紀)で は,神 々の

祭,宴会,食事の後,いずれもまず混酒器 (ク ラテー

ル)でぶどう酒と水をさまざまな割合で割 り,そ の少

量・数滴を各自の杯に分けて入れ神に祈ったあと,ひ

きつづき杯を満たして皆で飲む。神に献 じるぶどう酒

がそのときすでに水で割ってある。

この水で割る行為は,キ リス ト教ではミサ聖祭にお

ける秘蹟 として,ギ リシアでは神への献酒として,神

と共にあることを喜び,証 しする神 との共食である。

このや り方は当時の人々の飲み方として日常的に定着

していたが,次第に民間 レベルではすたれた。 しか

し,ぶ どう酒を水で割るというその底流にある神聖は

今日も持続 し伝承されている。
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